
第 19回理事会 
1月 21日 午後 5時～6時 37分 
 
木下会長、三浦・吉本副会長、杉山専務理事、濱本・西村・弘山・田中（義）

各常任理事、萬・田中（豊）・田村・河村・柴山・城甲・茶川各理事、青柳・山

本・武内各監事 
 
 
協議事項 
1 定款等検討委員会答申について 
 1月 14日に定款等検討委員会を開催、県医師会長からの諮問事項を審議し、
赤川委員長より答申が出された。この答申どおりすすめることとし、予算編成

を行う。 
 諮問事項 1、平成 22年度山口県医師会費の賦課方法については、第一号会員
は定額制移行 4 年目の経過措置による年額とする。第二号、第三号会員の会費
年額は、いずれも前年度のとおり。 
 諮問事項 2、山口県医師会会費賦課徴収規程の一部改正については、第 3条の
会費を減免することができる事由に「出産育児」を追加する。 
 これは、日本医師会会費賦課徴収規程の改正に伴い、本県においても、女性

医師が出産や育児中においても継続して働き続け、医師会活動へ参画できるよ

うに対応するためのものである。 
 
2 平成 22年度重点・新規事業について 
 来年度の重点事業・新規事業について協議した。 
 
3 脳脊髄液減少症に関するアンケート調査について 
  県健康福祉部健康増進課長から脳脊髄液減少症の診察・治療に関して、県内
病院の実態把握を目的としたアンケート調査実施について協力依頼があり、協

議の結果、了承した。  
4 「病床設置届出診療所に係る方針」の対応について 
 事前協議申出者から県医師会に推薦依頼があった場合の対応について協議・

検討し、了承した。 
 有床診療所部会審査会で審査後、理事会で当会の意見を決める。 
 
報告事項 
1 山口県福祉サービス運営適正化委員会第 56回苦情解決部会（1月 8日） 



 苦情相談等の受付状況の経過報告があった。福祉サービス苦情解決責任者研

修会が 3月 4日開催される。（萬） 
 
2 広報委員会（1月 9日） 
 会報主要記事掲載予定、日本医師会が開催する医療政策シンポジウムへの出

席者、広告掲載依頼、tys「スパ特 生活百科」のテーマについて協議を行った。
（田中義） 
 
3 医療関係団体新年互礼会（1月 9日） 
 出席者 340名で盛会であった。（杉山） 
 
4 山口県学校薬剤師会員受賞祝賀会（1月 13日） 
 毎年開催されているもので、山口県学校保健連合会会長として祝辞を述べた。

（木下） 
 
5 定款等検討委員会（1月 14日） 
 協議 1に同じ。（杉山） 
 
6 日本医師会代議員会財務委員会（1月 14日） 
 石川代議員会議長挨拶の後、委員長・副委員長の選任を行い、財務委員会の

運営、日医の財務に関する取り組みについて説明があった。つづいて事前に提

出の質問について質疑応答を行った。（杉山） 
 
7 日本医師会第 8回母子保健検討委員会 
（1月 14日） 
 日本医師会長諮問による母子保健検討委員会答申「今後の予防接種のあり方

について」について協議した。20 年度の子ども予防接種週間実施結果報告があ
った。（濱本） 
 
8 第 42回山口県学校保健研究大会（1月 14日） 
 県学校保健連合会会長として受賞者に表彰状を渡した。（木下） 
 
9 第 55 回中国地区学校保健研究協議大会実行委員会設立総会（第 1 回実行委
員会）（1月 14日） 
 県学校保健連合会会長として出席。22 年度は山口県が引受のため、実行委員
会設立総会を開催し準備することになった。（木下） 



 
10 山口県訪問看護推進協議会（1月 14日） 
 平成 21年度医療機関・訪問看護ステーション等に勤務する看護職の相互研修
について事業報告が行われた。また、「地域包括支援センターの現状と地域連携」

をテーマに岩国市地域包括支援センター 野原芳江センター長の講演が行われ

た。看護職相互研修の参加者は 33名であった。（田中義） 
 
11 山口県臨床検査技師会新年賀詞交歓会 
（1月 16日） 
 祝意を述べた。（木下） 
 
12 かかりつけ医認知症対応力向上研修会 
（1月 17日） 
 4人の講師による、基本知識・診断・治療とケア・連携のプログラムにより開
催、受講修了者に修了証を授与し閉会した。山口県医師会館で開催、受講者 35
名。（西村） 
 
13 全国有床診療所連絡協議会中国四国ブロック会総会（1月 17日） 
 岡山県医師会で開催。中国四国ブロック会会則及び 20年度事業報告、収支決
算報告、22年度事業計画について承認された。特別講演 2題があった。（弘山） 
 
14 第 3回都道府県医師会長協議会（1月 19日） 
 唐澤会長挨拶の後、本県から提出の「安定した医療財源の確保について」ほ

か 6 県からの質問について協議。また、日医から「医科大学・医学部卒業生へ
の日本医師会雑誌特別号等の寄贈について」の説明があった。昭和 59年以降生
涯教育活動の一環として継続されている事業で、21 年度卒業生へ日本医師会雑
誌特別号等が進呈されるもの。（木下） 
 
15 山口刑務所視察委員会（1月 21日） 
 受刑者との面談の結果について、対処法を提案した。未決囚の心身のトラブ

ル事例、医療に対する不満が多いことへの対処について協議した。（萬） 
 
医師国保理事会  第 16回 
1 療養の給付付加金の見直しについて 
 自己負担額の変更について協議。2月 25日開催の通常組合会に、規約の一部
改正として議案提出することを決定した。 



 
2 傷病手当金支給申請について 
 1件について協議、承認。 


